











































































































































































「送金小切手は一般的に demand draft　略して D/D と称
されているが，これは本来一覧払いの為替手形を意味し，戦
前は送金に為替手形が用いられていた名残りで，現在では，





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 　貸付金 a/c が貸借対照表の借方に計上される。
2 　借入金 a/c が貸借対照表の貸方に計上される。
3 　当座借越の場合，元帳の当座預金勘定口座およ
び当座預金出納帳が貸方残高である。
上記の2と3は同じ論理である。このような，複式簿
記の専門用語における「借」と「貸」のズレが，意外
と簿記学習者を悩ませ，彼らはズレが気になるようで
ある。これらについては，われわれ簿記教師が授業の
現場で懇切丁寧に説明し，学習者がこのようなつまら
ない箇所で，挫折したり頓挫したりしないように，工
夫・努力するしかないのであろう。
おわりに
本稿で筆者が明らかにできたと考える論点を最後に
整理することで，本稿のまとめとしたい。
まず，財務諸表等規則ガイドライン15-1で示されて
いる通貨代用証券に関しては，次のことを明らかにし
た。
1 　通貨代用証券の具体例として，自己宛小切手で
ある「預金小切手」または「銀行振出小切手」を
新設・追加すべきであることを提案した。
2 　1951年の財務諸表等規則取扱要領の制定以来，
通貨代用証券の例示とされている「送金為替手
形」および「預金手形」という項目を削除・廃止
すべきであることを提案した。
以上の二つの論点を敷衍すると，20世紀の半ばまで
に，送金または支払の手段について，次のような変遷
が取引実務の世界で既に生じていた。
・送金為替手形⇒送金小切手
・預金手形（預手）⇒ 預金小切手（預手，銀行振出
の自己宛小切手）
上記のうち，送金為替手形・送金小切手・預金手形
の3項目は，1951年以来ずっと継続的に会計規則にお
いて通貨代用証券として例示されてきた。しかし，預
金手形の後身・後継である預金小切手がいまだに会計
規則に示されていないことは不備であると思われる。
このため，論点1のように，会計規則の改善を提案し
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た。また，20世紀の半ばまでに，あるいは，どのよう
に遅く見積もっても日本では昭和の時代のうちには，
取引実務から姿を消していた送金為替手形と預金手形
は，既に会計規則に例示を続けるだけの意義を失って
いるものと考えられる。そのため，これらの2項目を
会計規則から削除・廃止することも併せて提案した。
さらに，小切手の取引の簿記処理，具体的には勘定
科目や仕訳については，以下の2点を特に検討した。
3 　不渡り小切手の処理について，従来用いられて
きた不渡手形 a/c 以外の勘定科目，たとえば，不
渡小切手 a/c を用いる可能性について検討した。
4 　当座借越という取引が，小切手の過振り以外の
原因でも発生することを示した。
特に上記の4の論点については，従来の簿記書では
全く述べられてこなかったと思われるので，本稿で論
ずる意義があったと考えられる。
（本稿は，筆者が平成28（2016）年度に実行した専修大学中期
研究員としての研究活動の成果をまとめたものである。）
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